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(ポスター講演) | 産業界R&D講演（ポスター）

R&Dポスター 
P1会場

 

クロマトグラフィーの高度化に寄与する不活性化技術 

*太田 茂徳1、寺島 弘之1、本川 正規1、古庄 義明1 （1. ジーエルサイエンス(株)） 

(株)カノマックスの可搬型飛行時間型質量分析計の活用例紹介 

*桑田（望田） 啓子1、岩渕 良1、青木 潤次1、池田 亨1 （1. 株式会社カノマックスコーポレーション） 

化粧品中で起こる化学構造変化の分析 

*菅 駿一1、安田 純子1、畑 毅1 （1. (株)コーセー） 

AGCにおける分析科学チームのミッションと分析事例 

*前田 尚生1、松村 和紀1、宮嶋 達也1、山本 雄一1 （1. AGC株式会社） 

フェムト秒レーザーアブレーション-ICP-MSで固体中の微量元素定量を可能にする標準物質の開発

（３） 

*宮下 陽介1、寺尾 祐子1、椙山 卓郎1、 平兮 康彦1、山下 修司2、平田 岳史2 （1. 富士フイルム　CTO室解析技術

センター、2. 東京大学大学院理学系研究科） 

キリンホールディングスの先端高度分析化学について 

*北田 直也1、谷口 慈将1 （1. キリンホールディングス(株)） 

分散液中の粒子種ごとの粒度分布、および分散粒子屈折率の計測 ーマルチモーダル光散乱法 (MiLS)

の開発ー 

*波多野 成児1、濱田 健一1、中村 崇市郎1 （1. 富士フイルム CTO室 解析技術センター） 

旭化成（株）の研究開発における解析技術の役割 ~ SPMによる課題解決を例に~ 

*藤本 洋子1、大井 つぐみ1、菊間 淳1 （1. 旭化成株式会社） 

味の素（株）における食品成分分析の取り組み 

*唐川 幸聖1、岡本 千聖1、大貫 隆史1、中山 聡1 （1. 味の素株式会社） 

工業材料におけるポリマー分離技術と解析事例 

*鈴木 真由美1、渡邊 雅重2 （1. 富士フイルム(株)、2. 富士フィルム(株)解析技術センター） 

東芝における環境分析技術開発 

*沖 充浩1、近藤 亜里1、盛本 さやか1、佐藤 友香1 （1. （株）東芝 研究開発センター） 

マイクロ探針による軟らかい表面層の局所力学測定 

*梶谷 忠志1 （1. 富士フイルム　CTO室解析技術センター） 

出光興産の研究開発における分析・解析の役割 

*郡 洋平1、安藤 誠人1 （1. 出光興産株式会社　次世代技術研究所） 

加齢やマイボーム腺機能不全によるマイボーム腺脂質組成変化のリピドーム解析とその応用 

*佐藤 惇志1、吉田 雅貴2 （1. ライオン株式会社　研究開発本部　先進解析科学研究所、2. ライオン株式会社　研

究開発本部　ウェルビーイング研究所） 
 
 
 

(ポスター講演) | 若手講演（ポスター）

若手ポスター-１ 
P1会場

 

イオンクロマトグラフィーと電気透析型イオン抽出装置を組合わせた陰イオンの導電率検出の高感度化 

*野川 桜寿1、森 勝伸1、小﨑 大輔1、大平 慎一2 （1. 高知大院理工、2. 熊本大院先端） 

凍結 SERS検出薄層クロマトグラフィー 

*福永 悠1、岡田 哲男1 （1. 東京工業大学理学院） 

中性溶離液を用いたイオンクロマトグラフィーによる肥料養液中の主要イオン性栄養塩類の同時定量法

の開発と応用 
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高校生ポスター講演（一般公開） 

5 月 15 日（日） 9 : 00 〜 12 : 00   P 会場 

 9 : 00 〜  9 : 10      開会式  

 9 : 10 〜 10 : 10      ポスター発表 (前半・Z2001〜Z2005)  

10 : 20 〜 11 : 20      ポスター発表 (後半・Z2006〜Z2010)  

11 : 40 〜 12 : 00      表彰式  

 
[Z2001]  泳ぐ人工イクラ ーアルギン酸ゲル粒子の自発的運動ー 

 ○圷 海翼，林 憲士朗，森田 丈，大森 陽輝，佐藤 孝祐，平松 雅臣，中和田 楓 
 （茨城県立日立北高等学校） 

[Z2002] 炭酸カルシウム系廃棄物を用いた金属イオンの吸着とその回収 

 ○中居 佑太 
 （青森県立弘前中央高等学校） 

[Z2003]  アルギン酸ー酸化チタン系材料の光触媒活性の評価 

 ○喜多島 悠暉，藤田 耀，佐藤 琉生 
 （青森県立弘前中央高等学校） 

[Z2004] 安全な日立製カラミ煉瓦の作製法の確立 

 ○今野 馨琳，○木村 菜々美 
 （茨城県立日立第一高等学校） 

[Z2005]  熱力学的観点からのハロゲン化アルカリの溶解度に関する考察 

 ○増田 青葉 
 （茨城県立日立第一高等学校） 

[Z2006]  果実の褐変過程におけるビタミンＣ定量法の検討と劣化防止物質の探索 

 ○小野 菜々子，小林 七海，柴田 匠美 
 （青森県立弘前中央高等学校） 

[Z2007]  落下リンゴのマテリアルリサイクル～アップルペクチンのキレート作用の評価～ 

 ○竹内 裕生，嘉手苅 日向大 
 （青森県立弘前中央高等学校） 

[Z2008]  弘前の伝統野菜 清水森ナンバの抗菌作用の評価 

 ○嘉手苅 日向大，竹内 裕生 
 （青森県立弘前中央高等学校） 

[Z2009] 世界初の乾電池開発に関する検証 

 ○武田 侑大，○鈴木 暖人 
 （茨城県立日立第一高等学校） 

[Z2010] 宝石の色は何によって決まる？ 

 ○熊谷 幸菜，下立 心音，南 琴芭，根本 彩耶 
 （茨城工業高等専門学校） 
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分
光
分
析

注
）

本
講

演
区

分
は

会
場

別
の
概
略
を
示
し
た
も
の
で
す
。
討
論
主
題

に
関
す
る
一
般
講
演
（
口
頭
）
は
主
題
講
演
の
中
に
入
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
」

内
は

討
論

主
題

で
す

。
各
会
場
の
下
段
の
時
間
は
開
始
時
間
お
よ

び
終
了
時
間
で
す
。
昼
休
み
は
会
場
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ

の
区
分
表
は
4
月
1
3
日
現
在
で
す
。
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

S

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
食
の
安
全
と
分
析
化
学
」

  1
3:

05
〜

15
:1

5



 

 82   

2022 5 2  

    

141-0031 1-26-2 304  

03-3490-3351 FAX 03-3490-3572 

                URL http://www.jsac.jp/ 

             ©2022, The Japan Society for Analytical Chemistry 


